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「
史
蹟
西
澤
曠
野
先
生
墓
所
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

与
野
○
六

史
蹟
西
澤
曠
野
先
生
墓
所

渡
邉
金
造

渡
邉
金
造

渡
邉
金
造

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

一
九
三
二
・
昭
和
一
七

本
町
東

長
伝
寺

和
文

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
西
澤
曠
野
の
墓
所
が
史
跡
指
定
を
受
け
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
曠
野
を
顕
彰
す
る
た
め

に
作
ら
れ
た
顕
彰
碑
で
あ
る
。

○
写
真
１

石
碑
正
面

○
写
真
２

「
碑
記
」
部
分
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二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

（
正
面
）

◎
題
額
（
篆
書
体
）

史
蹟
西
澤
曠
野
先
生
墓
所

（
背
面
）

◎
碑
記

西
澤
先
生
名
ハ
周
字
ハ
子
邦
曠
野
又
夢
澤
ト
號
ス
幼
名
萬
次
家
ヲ
繼
キ
テ
義
右
衞
門
ト
改
メ
晩
年

愚
公
ト
稱
ス
武
州
與
野
ノ
人
寛
保
三
年
生
ル
少
壮
學
ニ
志
シ
江
戸
ニ
出
テ
□
細
井
平
洲
ニ
從
ヒ
業

成
リ
郷
ニ
還
リ
生
業
ノ
旁
ラ
徒
ヲ
延
キ
テ
教
諭
ス
天
性
至
孝
親
ニ
事
ヘ
最
モ
謹
ム
父
ノ
死
ス
ル
ヤ

三
年
ノ
喪
ニ
服
シ
家
ニ
孝
經
堂
ヲ
作
リ
父
祖
ノ
霊
牌
ヲ
奉
安
シ
毎
朝
一
族
ヲ
率
ヰ
テ
堂
ニ
入
リ
孝

經
ヲ
誦
讀
ス
孝
悌
ノ
風
一
郷
ヲ
化
シ
先
生
ヲ
呼
フ
ニ
與
野
聖
人
ヲ
以
テ
ス
高
山
正
之
曾
テ
其
名
ヲ

慕
ヒ
來
リ
見
テ
舊
識
ノ
如
シ
細
井
平
洲
老
ヲ
告
ク
ル
ヤ
代
ツ
テ
先
生
ヲ
尾
藩
ニ
薦
メ
ム
ト
ス
先
生

固
辞
シ
テ
受
ケ
ス
人
皆
其
ノ
高
義
ニ
服
ス
文
政
四
年
九
月
二
十
五
日
病
ミ
テ
歿
ス
享
年
七
十
九
友

人
久
留
米
侯
文
學
樺
島
石
梁
其
ノ
碑
文
ヲ
撰
ス
與
野
町
長
井
原
義
助
君
ハ
義
ヲ
好
ム
ノ
士
ナ
リ
常

ニ
郷
土
ノ
偉
人
ヲ
顯
彰
シ
以
テ
風
教
ノ
振
興
ニ
資
ス
今
回
先
生
ノ
墓
所
史
蹟
ニ
指
定
セ
ラ
レ
タ
ル

ヲ
機
ト
シ
長
傳
寺
住
職
大
和
田
觀
成
師
ト
胥
謀
リ
先
生
高
徳
ノ
一
斑
ヲ
石
ニ
刻
シ
永
ク
後
昆
ニ
傳

ヘ
ム
ト
ス
予
此
ノ
擧
ヲ
美
ト
シ
聊
カ
其
ノ
顛
末
ヲ
識
ス

昭
和
十
七
年
龍
集
壬
午
十
二
月

陸
軍
中
將
正
四
位
勲
二
等
功
五
級
渡
邉
金
造
撰
幷
書

■
訳
注

◎
題
額

◎
碑
記

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

西
澤
先
生
、
名
ハ
周
、
字
ハ
子
邦
、
曠
野
、
又
夢
澤
ト
號
ス
。
幼
名
萬
次
。
家
ヲ
繼
キ
テ
義
右
衞
門
ト
改

メ
、
晩
年
愚
公
ト
稱
ス
。

武
州
與
野
ノ
人
。

寛
保
三
年
生
ル
。

少
壮
學
ニ
志
シ
、
江
戸
ニ
出
テ
、
細
井
平
洲
ニ
從
ヒ
、
業
成
リ
、
郷
ニ
還
リ
、
生
業
ノ
旁
ラ
、
徒
ヲ
延
キ
ひ

テ
教
諭
ス
。

天
性
至
孝
、
親
ニ
事
ヘ
、
最
モ
謹
ム
。
父
ノ
死
ス
ル
ヤ
、
三
年
ノ
喪
ニ
服
シ
、
家
ニ
孝
經
堂
ヲ
作
リ
、
父

祖
ノ
靈
牌
ヲ
奉
安
シ
、
毎
朝
一
族
ヲ
率
ヰ
テ
堂
ニ
入
リ
、
孝
經
ヲ
誦
讀
ス
。
孝
悌
ノ
風
、
一
郷
ヲ
化
シ
、

先
生
ヲ
呼
フ
ニ
、
與
野
聖
人
ヲ
以
テ
ス
。

高
山
正
之
、
曾
テ
其
名
ヲ
慕
ヒ
、
來
リ
見
テ
、
舊
識
ノ
如
シ
。

細
井
平
洲
老
ヲ
告
ク
ル
ヤ
、
代
ツ
テ
先
生
ヲ
尾
藩
ニ
薦
メ
ム
ト
ス
。
先
生
固
辞
シ
テ
受
ケ
ス
。
人
皆
其
ノ
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高
義
ニ
服
ス
。

文
政
四
年
九
月
二
十
五
日
、
病
ミ
テ
歿
ス
。
享
年
七
十
九
。

友
人
久
留
米
侯
文
學
樺
島
石
梁
、
其
ノ
碑
文
ヲ
撰
ス
。

與
野
町
長
井
原
義
助
君
ハ
、
義
ヲ
好
ム
ノ
士
ナ
リ
。
常
ニ
郷
土
ノ
偉
人
ヲ
顯
彰
シ
、
以
テ
風
教
ノ
振
興
ニ

資
ス
。
今
回
先
生
ノ
墓
所
史
蹟
ニ
指
定
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
機
ト
シ
、
長
傳
寺
住
職
大
和
田
觀
成
師
ト

胥

謀

と
も
に

リ
、
先
生
高
德
ノ
一
斑
ヲ
石
ニ
刻
シ
、
永
ク
後
昆
ニ
傳
ヘ
ム
ト
ス
。

予
此
ノ
擧
ヲ
美
ト
シ
、
聊
カ
其
ノ
顛
末
ヲ
識
ス
。

昭
和
十
七
年
龍
集
壬
午
十
二
月
。

陸
軍
中
將
正
四
位
勲
二
等
功
五
級
渡
邉
金
造
撰
幷
書
。

●
人
物

○
西
澤
曠
野
翁

寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
か
ら
文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
。
諱
は
周
、
字
は
子
邦
、
通

称
万
次
、
西
澤
家
当
主
と
し
て
の
通
称
儀
右
衛
門
。
折
衷
学
派
の
細
井
平
洲
に
学
ん
だ
が
、
郷
里
の
与
野

に
帰
り
、
名
主
と
し
て
の
務
め
を
果
た
す
傍
ら
、
地
域
の
教
育
に
も
力
を
入
れ
、
「
孝
経
」
の
講
読
な
ど

を
通
し
て
郷
人
を
感
化
し
た
。
ま
た
天
明
の
飢
饉
で
は
資
材
を
な
げ
う
っ
て
救
済
に
あ
た
る
な
ど
、
地
域

振
興
に
も
つ
と
め
た
。
与
野
の
俳
人
鈴
木
荘
丹
（
一
七
三
二
～
一
八
一
五
）
や
久
下
戸
村
（
現
川
越
市
）

の
儒
者
奥
貫
友
山
（
一
七
○
八
～
一
七
八
七
）
な
ど
と
も
交
遊
が
あ
っ
た
。
芳
野
金
陵
に
「
西
澤
愚
公
傳
」

が
あ
る
（
「
金
陵
遺
稿
」
所
収
）
。

○
細
井
平
洲

享
保
十
三
（
一
七
二
八
）
年
か
ら
享
和
元
（
一
八
○
一
）
年
。
本
姓
は
紀
氏
。
号
は
平
洲

ま
た
は
如
来
山
人
、
諱
は
徳
民
、
通
称
は
甚
三
郎
。
字
は
世
馨
。
尾
張
国
知
多
郡
平
島
村
（
現
愛
知
県
東

海
市
）
出
身
。
朱
子
学
等
一
学
派
の
教
え
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
様
々
な
学
派
学
説
の
長
所
を
取
る
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
「
折
衷
学
」
の
立
場
で
あ
っ
た
。
米
沢
藩
や
尾
張
藩
に
招
か
れ
て
侍
講
や
藩
校
の
学
長
を
務
め

た
り
し
た
。
米
沢
藩
の
上
杉
鷹
山
か
ら
の
信
任
を
受
け
、
米
沢
市
の
松
岬
神
社
に
、
上
杉
鷹
山
と
共
に
祀

ら
れ
て
い
る
。

○
高
山
正
之

高
山
彦
九
郎
。
延
享
四
（
一
七
四
七
）
か
ら
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
。
江
戸
時
代
後
期

の
思
想
家
。
林
子
平
、
蒲
生
君
平
と
と
も
に
「
寛
政
の
三
奇
人
」
と
称
さ
れ
た
。
諱
が
正
之
、
字
は
仲
縄
、

号
は
金
山
・
赤
城
山
人
な
ど
。
彦
九
郎
は
別
名
。
上
野
国
新
田
郡
細
谷
村
の
郷
士
の
出
身
。
の
ち
に
江
戸

へ
出
て
細
井
平
洲
の
門
下
に
入
る
。
日
本
国
中
を
旅
し
て
、
様
々
な
人
と
交
遊
し
、
詳
し
い
旅
日
記
を
残

し
て
い
る
。
寛
政
五
年
に
久
留
米
に
入
り
、
自
刃
し
た
。

○
樺
島
石
梁

宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
か
ら
文
政
十
（
一
八
二
八
）
年
。
石
梁
は
号
で
、
通
称
は
勇
七
、

諱
は
公
礼
、
字
は
世
儀
。
久
留
米
藩
出
身
で
、
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
、
細
井
平
洲
の
門
に
入
る
。
以

後
平
洲
の
私
塾
「
嚶
鳴
館
」
で
学
び
、
塾
長
に
ま
で
な
っ
た
。
久
留
米
藩
に
戻
る
と
、
藩
政
の
刷
新
に
つ

と
め
る
ほ
か
、
久
留
米
藩
藩
校
明
善
堂
の
設
立
に
あ
た
り
、
そ
の
校
長
と
な
っ
た
。
墓
所
は
久
留
米
市
寺

町
の
真
教
寺
に
あ
る
。

○
井
原
義
助

明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
か
ら
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
。
与
野
町
の
戸
長
を
務

め
る
父
井
原
嶽
之
助
の
長
男
。
井
原
家
の
先
祖
は
、
岩
槻
城
主
太
田
家
配
下
の
在
地
武
士
と
い
わ
れ
、
江

戸
時
代
に
は
名
主
・
問
屋
場
年
寄
を
つ
と
め
る
名
家
で
あ
っ
た
。
義
助
は
浦
和
中
学
校
（
現
浦
和
高
校
）

を
卒
業
、
家
業
の
地
主
を
継
い
だ
。
そ
の
後
与
野
駅
開
設
運
動
な
ど
に
携
わ
り
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）

年
に
与
野
町
長
に
就
任
。
そ
の
後
さ
ら
に
三
回
、
都
合
十
九
年
に
わ
た
っ
て
与
野
町
長
を
つ
と
め
た
。

○
渡
邉
金
造

明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
か
ら
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
。
群
馬
県
前
橋
市
生
ま
れ
。

明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
に
陸
軍
士
官
学
校
を
、
同
三
十
九
（
一
九
○
六
）
年
に
陸
軍
大
学
校
を
そ
れ
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ぞ
れ
卒
業
。
近
衛
師
団
参
謀
・
台
湾
軍
参
謀
長
な
ど
を
歴
任
し
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
陸
軍
中
将

に
進
級
、
下
関
要
塞
司
令
官
に
補
任
せ
ら
れ
る
。
同
三
（
一
九
二
八
）
年
に
予
備
役
編
入
と
な
る
。
昭
和

初
期
に
谷
田
村
（
今
の
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
前
地
）
に
居
を
構
え
、
刀
水
と
号
し
て
、
趣
味
と
し
て
史
伝

研
究
に
ふ
け
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
埼
玉
県
関
係
の
国
学
・
漢
学
者
、
僧
侶
な
ど
の
史
料
を
蒐
集
し
、「
埼

玉
史
談
」
等
の
地
方
史
研
究
雑
誌
に
、
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
の
研
究
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
昭
和

期
の
、
き
っ
て
の
埼
玉
県
地
方
史
研
究
家
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
成
果
は
日
本
書
誌
学
大
系
の
『
渡
辺

刀
水
集
』
（
五
巻
）
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
が
蒐
集
し
た
近
世
近
代
の
人
物
の
書
簡
等
の
史
料
は
、

東
京
都
立
図
書
館
特
別
文
庫
室
所
蔵
の
「
渡
辺
刀
水
旧
蔵
諸
家
書
簡
文
庫
」
と
し
て
、
八
千
五
百
点
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

●
注

○
寛
保
三
年

西
暦
一
七
四
三
年
。

○
与
野
聖
人

刀
水
は
、
こ
の
碑
文
で
は
当
時
の
人
々
が
曠
野
を
「
与
野
聖
人
」
と
呼
ん
だ
、
と
書
く
が
、

彼
の
論
文
「
西
澤
曠
野
と
其
子
孫
」
に
お
い
て
は
、
「
我
が
西
澤
曠
野
先
生
は
、
細
井
平
洲
の
研
究
者
高

瀬
代
次
郎
氏
が
与
野
聖
人
と
呼
ん
で
居
り
ま
す
」
と
言
い
、
そ
の
呼
称
が
近
代
に
な
っ
て
の
も
の
だ
と
し

て
い
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
江
戸
時
代
や
明
治
期
に
、
曠
野
を
与
野
聖
人
と
呼
ん
だ
形
跡
は
み
ら
れ
な
い

（
「
与
野
人
物
誌
」
）
。
芳
野
金
陵
「
西
澤
愚
公
傳
」
（
「
金
陵
遺
稿
」
巻
六
）
で
は
「
江
戸
城
之
西
七
里
、

與
野
里
有
君
子
、
曰
愚
公
」
と
あ
る
。

○
高
山
正
之
曾
テ
其
名
ヲ
慕
ヒ

高
山
彦
九
郎
が
与
野
に
西
澤
曠
野
を
訪
ね
た
話
は
、
墓
碑
等
に
は
み
え

ず
、
芳
野
金
陵
「
西
澤
愚
公
傳
」
に
見
え
る
。

○
細
井
平
洲
老
ヲ
告
ク
ル
ヤ

細
井
平
洲
が
尾
張
藩
の
藩
校
校
長
と
し
て
西
澤
曠
野
を
推
薦
し
た
話
は
、

墓
碑
等
の
曠
野
関
連
資
料
や
細
井
平
洲
関
連
資
料
に
は
見
え
ず
、
芳
野
金
陵
「
西
澤
愚
公
傳
」
に
見
え
る
。

○
尾
藩

尾
張
徳
川
藩
。

○
文
政
四
年

西
暦
一
八
二
一
年
。

○
文
學

学
の
あ
る
儒
生
。

○
風
教

徳
に
よ
っ
て
教
え
導
く
。

○
後
昆

子
孫
、
後
世
。

○
龍
集

歳
次
。
龍
集
壬
午
は
、
壬
午
の
歳
の
意
。

●
口
語
訳

西
澤
先
生
、
名
は
周
、
字
は
子
邦
。
曠
野
、
ま
た
夢
澤
と
号
し
た
。
幼
名
は
万
次
。
家
督
を
継
い
で
、

家
長
の
名
で
あ
る
義
右
衛
門
と
改
め
た
。
晩
年
は
愚
公
と
自
称
し
た
。

武
蔵
の
国
の
与
野
の
人
で
あ
る
。

寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
の
生
ま
れ
。

少
壮
の
こ
ろ
よ
り
学
に
志
し
、
江
戸
に
出
て
、
細
井
平
洲
の
門
に
入
っ
た
。
学
業
が
成
る
と
、
郷
里
の

与
野
に
戻
り
、
家
業
の
か
た
わ
ら
、
弟
子
を
招
い
て
学
問
を
講
じ
た
。

天
性
、
と
て
も
孝
行
で
あ
り
、
親
に
お
仕
え
す
る
こ
と
、
最
も
謹
厳
で
あ
っ
た
。
父
親
が
亡
く
な
る
と
、

（
当
時
と
し
て
は
破
格
の
）
三
年
の
喪
に
服
し
た
。
家
に
孝
経
堂
と
い
う
施
設
を
作
り
、
父
祖
の
位
牌
を

奉
安
し
、
毎
朝
一
族
を
率
い
て
堂
に
入
り
、
孝
経
を
誦
読
し
た
。
親
へ
の
孝
と
兄
や
年
長
者
へ
の
悌
の
徳

の
風
気
が
、
そ
の
郷
里
を
教
化
し
、
人
び
と
は
先
生
を
「
与
野
聖
人
」
と
呼
ん
だ
。

高
山
彦
九
郎
も
、
曠
野
の
名
声
を
慕
い
、
与
野
に
や
っ
て
来
て
、
ま
る
で
旧
知
の
間
柄
の
よ
う
に
親
し
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く
交
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

細
井
平
洲
が
年
老
い
た
と
し
て
、
尾
張
藩
の
藩
校
校
長
か
ら
身
を
引
こ
う
と
し
た
と
き
、
曠
野
先
生
を

そ
の
替
わ
り
に
推
薦
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
先
生
は
固
辞
し
て
受
け
な
か
っ
た
。
人
び
と
は
、
先
生

の
崇
高
で
正
義
に
適
っ
て
い
る
行
い
に
敬
服
し
た
。

文
政
四
年
九
月
二
十
五
日
、
病
み
て
没
し
た
。
享
年
七
十
九
歳
で
あ
っ
た
。

友
人
の
久
留
米
藩
の
文
學
樺
島
石
梁
が
墓
碑
銘
を
撰
述
し
た
。

与
野
町
長
の
井
原
義
助
君
は
、
正
義
・
道
義
を
好
む
人
物
で
あ
る
。
常
に
郷
土
の
偉
人
を
顕
彰
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、
風
俗
教
育
の
振
興
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
び
、
曠
野
先
生
の
墓
所
が
史
蹟
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
て
、
長
伝
寺
の
住
職
で
あ
る
大
和
田
觀
成
師
と
と
も
に
謀
り
、
先
生
の
高

徳
の
一
斑
を
石
に
刻
み
、
長
く
後
輩
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
考
え
た
。

私
の
こ
の
企
て
を
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
共
感
し
た
の
で
、
そ
の
顛
末
を
こ
こ
に
記
す
の
で
あ
る
。

昭
和
十
七
年
壬
午
の
歳
十
二
月
。

陸
軍
中
將
正
四
位
勲
二
等
功
五
級
渡
邉
金
造
が
文
章
を
撰
述
し
、
ま
た
書
し
た
。

三
．
資
料

（
一
）「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
（
文
化
三
十
（
一
八
三
○
）
年
）
巻
一
五
五

足
立
郡
之
二
十
一

●
與
野
領

◎
與
野
町
：
寺
院

○
長
傳
寺

「
淨
土
宗
、
江
戸
增
上
寺
末
、
貞
樹
山
觀
智
院
と
號
す
、
古
は
御
朱
印
地
な
り
し
が
、
後
故
あ
り
て
収
公

せ
ら
れ
し
と
云
、
開
山
は
普
光
觀
智
國
師
な
れ
ど
、
そ
れ
よ
り
以
前
草
創
あ
り
し
古
刹
を
中
興
せ
し
な
る

べ
し
と
云
、
本
尊
は
彌
陀
の
立
像
長
三
尺
許
、
作
は
定
朝
と
も
或
は
運
慶
と
も
云
、
内
佛
の
本
尊
は
三
尊

の
彌
陀
長
一
尺
三
寸
許
、
惠
心
の
作
な
り
、
又
愛
染
の
像
あ
り
、
長
五
寸
許
、
運
慶
の
作
な
り
、
佛
前
に

葵
御
紋
を
彫
た
る
木
地
の
香
爐
一
箇
あ
り
、
公
よ
り
御
寄
附
の
も
の
な
り
と
云
ふ
」

（
二
）「
武
蔵
国
郡
村
誌
」（
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
）

巻
之
十

◎
與
野
町
：
仏
寺

○
長
伝
寺

「
縱
四
十
八
間
横
四
十
六
間
面
積
六
百
二
十
四
坪
町
の
北
端
に
あ
り
淨
土
宗
東
京
芝
增
上
寺
の
末
派
た
り

（
以
下
「
風
土
記
稿
」
）」

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
『
与
野
市
史

近
代
史
料
編
』
（
一
九
八
三
）

②
論
文
な
ど

・
芳
野
金
陵
「
西
澤
愚
公
傳
」（
「
金
陵
遺
稿
」
巻
六
、
芳
野
世
経
編
、
一
八
八
八
）
。

・
渡
邉
刀
水
「
西
澤
曠
野
と
其
子
孫
」『
埼
玉
史
談
』（
四
ノ
五
、
一
九
三
三
）
、『
渡
辺
刀
水
集
』
四
（
青

裳
堂
書
店
、
一
九
八
九
）
所
収
。

・
『
与
野
人
物
誌
』（
与
野
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
編
、
一
九
九
八
）。

③
関
連
碑
文
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・
「
西
澤
曠
野
の
墓
碑
」（
「
与
野
○
四
」）

・
「
西
澤
曠
野
夫
人
の
墓
碑
」（
「
与
野
○
五
」）

・
「
西
澤
蘭
陵
の
墓
碑
」（
「
与
野
○
六
」）

五
．
史
蹟
指
定
と
碑
文
内
容

渡
辺
刀
水
は
、
碑
文
で
「
西
澤
曠
野
の
墓
が
「
史
蹟
指
定
」
さ
れ
た
」
と
い
う
が
、
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
少
な
く
と
も
「
官
報
」
に
掲
載
さ
れ
る
「
国
の
史
蹟
」
指
定
で
は
な
い
。
埼
玉
県
の
指
定
に
つ
い
て

も
、
確
認
で
き
ず
、
ど
の
レ
ベ
ル
で
の
「
史
蹟
指
定
」
な
の
か
、
不
明
で
あ
る
。

国
の
史
蹟
指
定
で
言
え
ば
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
「
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
法
」
が
制
定
さ
れ
、

国
の
史
蹟
指
定
制
度
が
始
ま
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
各
道
府
県
は
、
史
蹟
等
の
候
補
地
の
選
定
を
行
う
が
、

埼
玉
県
で
も
、
同
十
（
一
九
二
一
）
年
に
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
を
作
り
、
調
査
保
存
に
着
手
す

る
。
そ
し
て
同
十
二
（
一
九
二
三
）
年
に
、
史
蹟
候
補
地
の
調
査
結
果
の
第
一
報
で
あ
る
「
自
治
資
料
埼

玉
縣
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告

第
一
輯
」
（
埼
玉
県
）
が
刊
行
さ
れ
、「
古
墳
墓
の
部
」
に
「
西

澤
曠
野
の
墓
」
が
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
に
は
、
浦
和
鳳
翔
閣
な
ど
が
明
治
天

皇
聖
蹟
と
し
て
史
蹟
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
曠
野
の
墓
は
こ
の
段
階
で
は
選
に
漏
れ
て
い
る
。

な
お
「
報
告
書
」
は
墓
石
の
現
況
に
つ
い
て
「
裏
面
に
は
碑
文
を
刻
す
れ
ど
も
、
現
今
磨
滅
し
て
殆
ど

之
を
讀
下
す
る
能
わ
ず
」
と
い
う
（
注
）
。

本
碑
文
の
内
容
は
、
曠
野
を
礼
賛
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
は
他
の
頌
徳
碑
と
変
わ
ら
な
い

が
、
曠
野
の
墓
碑
な
ど
の
当
時
の
一
次
資
料
か
ら
す
る
と
、
称
賛
が
過
度
に
過
ぎ
る
点
が
見
ら
れ
る
。

「
注
・
与
野
聖
人
」
の
項
で
も
述
べ
た
が
、
渡
辺
は
、
そ
の
著
「
西
澤
曠
野
と
其
子
孫
」
で
は
、
曠
野

を
「
与
野
聖
人
」
と
呼
ん
だ
の
は
、
昭
和
の
高
瀬
代
次
郎
だ
と
い
う
が
、
本
碑
文
で
は
「
先
生
ヲ
呼
フ
ニ
、

與
野
聖
人
ヲ
以
テ
ス
」
と
、
曠
野
の
生
前
か
ら
「
与
野
聖
人
」
の
呼
称
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
書
き
方
を

し
て
い
る
。
さ
ら
に
高
名
な
「
高
山
彦
九
郎
」
が
、
「
曾
テ
其
名
ヲ
慕
ヒ
、
來
リ
見
テ
、
舊
識
ノ
如
シ
」

と
、
曠
野
の
名
声
を
慕
っ
て
与
野
を
訪
れ
旧
知
の
間
柄
の
よ
う
な
交
わ
り
を
し
た
と
い
う
が
、
そ
の
こ
と

を
伝
え
る
資
料
は
、
芳
野
金
陵
の
「
西
澤
愚
公
傳
」
以
外
に
は
な
い
。
ま
た
、
細
井
平
洲
が
尾
張
藩
に
お

け
る
自
分
の
後
釜
と
し
て
曠
野
を
推
薦
し
た
が
、
曠
野
が
辞
退
し
た
と
言
う
話
も
、
芳
野
金
陵
の
伝
記
以

外
に
は
見
え
な
い
。

こ
れ
ら
を
考
え
る
と
、
本
碑
文
は
、
墓
碑
銘
な
ど
の
比
較
的
確
実
性
の
高
い
資
料
よ
り
も
、
い
さ
さ
か

確
実
さ
に
乏
し
い
資
料
も
使
っ
て
い
る
、
芳
野
金
陵
の
「
西
澤
愚
公
傳
」
に
大
き
く
依
拠
し
、
曠
野
を
過

剰
に
褒
め
称
え
「
与
野
聖
人
」
に
祭
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。
比
較

的
慎
重
な
論
を
目
指
し
て
い
た
「
西
澤
曠
野
と
其
子
孫
」
に
お
い
て
も
、
渡
辺
は
、
近
江
聖
人
中
江
藤
樹
、

但
馬
聖
人
池
田
草
庵
と
な
ら
び
、
曠
野
も
与
野
聖
人
と
称
す
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
「
贈
位
」
す
な
わ
ち
叙

勲
の
対
象
と
な
る
よ
う
働
き
か
け
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

頌
徳
碑
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
人
の
顕
彰
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
称
賛
の
度
合
い
が
高
く
な
り
が
ち

で
あ
る
が
、
本
碑
文
は
と
り
わ
け
そ
の
傾
向
が
強
い
。
そ
れ
は
、
石
碑
の
建
立
を
進
め
た
の
が
、
当
時
与

野
町
の
名
士
で
町
長
で
あ
っ
た
井
原
義
助
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
関
わ
り
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
碑
文
で
も
述

べ
て
い
る
が
、
井
原
は
与
野
町
の
偉
人
を
顕
彰
し
、
与
野
町
の
名
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
昭

和
八
年
に
、
浦
和
の
鳳
翔
閣
が
史
蹟
指
定
を
受
け
て
浦
和
の
名
を
高
め
た
。
い
わ
ば
そ
れ
に
対
抗
し
て
、

与
野
の
名
を
高
め
る
も
の
と
し
て
、
曠
野
の
墓
の
史
蹟
指
定
と
、
曠
野
を
過
度
に
顕
彰
す
る
指
定
記
念
石

碑
の
建
立
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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（
注
）
現
在
碑
文
は
、
あ
る
程
度
磨
滅
し
て
い
る
が
判
読
可
能
で
あ
る
。
指
定
へ
向
け
て
調
査
が
行
わ
れ
た
大
正
期
の
段

階
で
は
磨
滅
し
て
お
り
、
そ
の
後
彫
り
な
お
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
当
時
も
ほ
ぼ
現
状
と
同
じ
だ
っ
た
の
で
は
無
い
か
。

つ
ま
り
こ
の
調
査
報
告
は
か
な
り
杜
撰
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
本
文
で
も
触
れ
た
浦
和
鳳
翔
閣
に
つ
い
て
も
、「
埼
玉
縣

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告

第
二
輯
」
で
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
鳳
翔
閣
関
連
の
碑
文
「
行

在
所
記
念
之
碑
」
は
誤
字
が
か
な
り
見
受
け
ら
れ
る
。
正
確
さ
よ
り
も
、
い
か
に
価
値
が
あ
る
か
を
強
調
す
る
も
の
で
、

倉
卒
に
作
ら
れ
た
感
が
あ
る
。
曠
野
の
墓
碑
に
つ
い
て
も
、
き
ち
ん
と
読
ま
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

以
上

二
○
二
四
年
三
月

薄
井
俊
二
訳
す


